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概要： 平成 25年 5月より,京都大学ではデスクトップ仮想化技術を用いて, 本学の情報

教育基盤である教育用コンピュータシステムの端末サービスを遠隔地から利用出来る, 遠

隔デスクトップサービスを開始した. 本稿では,京都大学における遠隔デスクトップサー

ビスについて, その背景,システム設計および運用等について報告する.

キーワード デスクトップ仮想化, 教育用端末

1 はじめに

京都大学 (以下,「本学」と記述する)では平成 24

年 3月に本学の情報教育基盤である教育用コンピ
ュータシステムを更新し,ネットブート型の教育用
端末を本学のキャンパス内に 1400台以上を分散配
置し,Windows7 およびWindows 上で VirtualBox

を使用して仮想化した Vine Linuxを授業および自
学自習で利用している.平成 25年 5月よりこの教
育用コンピュータシステムの端末サービスを遠隔地
から利用出来る教育用コンピュータシステム遠隔デ
スクトップサービス (以下,「遠隔デスクトップサー
ビス」と記述する)を開始した.本稿では,本学の遠
隔デスクトップサービスの構築およびその運用につ
いて報告する.

以下，2節で導入の背景をまとめ,3節で遠隔デス
クトップサービスのシステムの概要および設計につ
いて述べ,4節で運用について述べる.

2 導入の背景

本節では本学の情報教育基盤の背景から旧システ
ムの課題を述べ，遠隔デスクトップサービスの導入
背景を述べる．

2.1 授業担当教員のサポート

本学の教育用端末は吉田キャンパス（吉田本部構
内・吉田南構内・吉田北部構内・薬学部構内・医学
部構内），桂キャンパスと各部局に合計 1400台以
上分散配置されており，授業および自学自習のため
に利用している．
授業担当教員の中には遠隔地で勤務する教員もい

ることから，授業の準備や動作確認のためにわざわ
ざ最寄りのキャンパスに移動して教育用端末を利用
していた．そのため,遠隔地で勤務している授業担
当教員をサポートするニーズが潜在的に存在すると
考えられた．

2.2 学生の自学自習の機会向上

学生は課題やレポートの作成といった自学自習を
行うため，自宅では学生個人で所有している PC端
末を利用しているが，所有している PC端末では自
学自習が困難であるケースが考えられる．例えば
Linuxを利用する授業において自宅で自学自習をす
るために自宅に別途 Linuxの環境を用意しなけれ
ばならないケースや,授業で利用するソフトウェア
を自宅で用意しなければならないケースである.

そのようなニーズに対して大学で普段利用してい
る教育用端末と同等の環境を自宅から利用出来れば
自学自習の機会が増えることが考えられた.

2.3 将来構想への試験導入

近年，PC必携化や個人のスマートフォンやタブ
レット端末を大学として利用するといういわゆる
BYOD（Bring Your Own Device）を軸として反復
学習の試みも見られ，多様化が進んでいる [1]．そ
のような将来のニーズを見据えた構想について問題
点や課題を蓄積することは重要と考えられた．

3 遠隔デスクトップサービスの概要

最初に,遠隔デスクトップサービスの概要につい
て述べる．遠隔デスクトップサービスは教育用コン
ピュータシステムの端末サービスを遠隔地から利用
出来るサービスであり,システムを構成するサーバ
等は教育用コンピュータシステムのサーバ上に構築
されている.教育用コンピュータシステムのシステ
ム概要図を図 1にまとめるが,詳細については [1]を
参照されたい.

遠隔デスクトップサービスは基盤となる仮想マシ
ンのデスクトップを配信するサービス用のシステム
と,運用をサポートするために利用者を管理登録す
る管理者用のシステムの 2つから構成される.



図 1: 教育用コンピュータシステム システム概要図

図 2: NEC ECO CENTER 20ノード

3.1 サービス用のシステム

3.1.1 システム構成

遠隔デスクトップサービスのシステム構成を図 3

にまとめる. 遠隔デスクトップサービスのサーバ
群は仮想化統合基盤を実現するためにサーバを集
約したNEC ECO CENTER上に構築され,50台の
Windows7仮想マシンのデスクトップ画面をCitrix

XenDesktopによって画面転送している.

3.1.2 仮想マシン

仮想マシンのスペックを表 1 に示す. 仮想マシ
ンは NEC ECO CENTER 4 ノードを使用して
VMware ESX 上に 50 台構築され, Citrix Provi-

sioning Server(以下,「PVS」と記述する) 6台を使
用してネットブートで起動している.

3.1.3 仮想マシンとクライアント PCとの通信

クライアントPCと仮想マシンの接続の仕組みを
図 4に示す. XenDesktopは起動する仮想マシンを
選択した後,接続する仮想マシンの接続情報が書か
れた ICAファイルをクライアント PCに渡し,以降
この接続情報を元に仮想マシンとクライアント PC

との間で通信することとなるが,設計上,クライアン
ト PCはローカルネットワーク上の遠隔デスクトッ
プサービスの仮想マシンに対して直接接続出来ない
ことから,XenDesktopでポートマッピングの設定を

図 3: 遠隔デスクトップサービス システム概要図

表 1: 仮想マシンのスペック
項目 スペック

OS Windows7 Enterprise Service Pack 1

CPU Intel Xeon L5640 2.27GHz

メモリ 2.00GB

ストレージ 115GB

行い,仮想マシンとクライアント PCが通信する際
は外部から接続出来るプロキシサーバを介してア
クセスする仮想マシンを振り分ける構成を取った.

ポートマッピングは仮想マシンとの接続用の通信と
は別に,再接続時にも特定のポートを使って通信が
発生することから,1つの仮想マシンに対して 2つ
のポートの転送設定を行う必要がある.

仮想マシンとクライアント PCとの通信のパケッ
トを見たところ,一部のデータにおいて DLLのリ
ストらしきデータを生で送信していると思われる通
信が見られた.また,Citrixでは SecureICA機能を
使うと仮想マシンとの通信を不透明に出来るが,パ
ブリックネットワークの利用については SSL/TLS

暗号化の使用を推奨 [2]とあるため,学外から利用
する場合は PPTPなどで学内ネットワークに接続
してから利用する構成とした.

3.1.4 認証

本学のアカウントは学生の ECS-ID と教職員の
SPS-IDから構成されており,本学の構成員はこの
アカウントを利用して様々な本学の情報サービスを
利用している.遠隔デスクトップサービスにおいても
本学のアカウントを利用することとした.具体的に
は,教育用コンピュータシステムのActive Directory

上に既に本学構成員のECS-IDと SPS-IDが登録さ
れていることから,新たに遠隔デスクトップサービス
用のグループを作成し,後述する管理用のシステム
を利用して利用者のアカウントを登録し,特定の利用
者だけ利用可能としている. 利用者がサービスを利
用する時には図 3に示す通り,Citrix XenDesktopの
WebInterfaceのログイン画面からアカウント名とパ



図 4: クライアント PC と仮想デスクトップ間の

接続

図 5: 遠隔デスクトップサービスの利用申請ツール

スワードとドメインを入力して,教育用コンピュー
タシステムの Active Directoryを利用して認証し
ている.

3.2 管理者用のシステム

3.2.1 利用申請システムの概要

特定の利用者だけ遠隔デスクトップサービスが利
用出来るように,図 5の遠隔デスクトップサービス
利用申請ツールを使って教育用コンピュータシステ
ムのActive Directory上に作成した遠隔デスクトッ
プサービス用のグループに対して, ユーザ登録を行
う仕組みを用意した.

また,利用登録時,サービス利用開始時,サービス
利用終了時などサービスの利用期限に係る以下の
タイミングで利用者へその旨をメールで通知して
いる.

• 利用登録時

• サービス利用開始時

• サービス利用終了時

• サービス一時停止時

• サービス強制終了止時

表 2: 仮想マシンのイメージ更新
更新内容 頻度

WindowsUpdate 1回/月

ウイルス定義ファイルの更新 1回/月

KMSサーバのアクティベート 1回/月

インストールソフトウェアのアップデート 2回/年

3.2.2 ライセンス

このようなサービスの利用には,本来はユーザご
とのWindowsライセンスが必要であり,最もリー
ズナブルな購入方法は全学的な包括契約である.し
かしながら本学は未契約なため,本サービス開始に
あたり,必要人数分のライセンスを追加購入し,こ
れらのライセンスを一定期間同一のユーザが使うと
いうことを条件にライセンス上の問題が発生しない
ようMicrosoftとの交渉を行った.

4 遠隔デスクトップサービスの運用

本節では,遠隔デスクトップサービスの運用につ
いて述べる.

運用に当たっては,利用者がアクセスする仮想マ
シンのメンテナンスや,利用者登録などの業務が発
生しており,それらについて詳細を述べると共に,運
用上発生した問題を紹介する.

4.1 メンテナンス

4.1.1 仮想マシンのイメージ更新

仮想マシンのイメージは教育用コンピュータシス
テムの仕組みを利用して作成および更新を行ってい
る.イメージの更新方法については [1]を参照され
たい. 仮想マシンのイメージ更新については表 2の
通りである.

Microsoftからの月に 1回のセキュリティ更新プ
ログラムの配布に合わせて,仮想マシンのWindow-

sUpdateとウイルス定義ファイルの更新およびKMS

サーバへのアクティベート処理を手動で行っている.

仮想マシンのWindowsは KMSサーバでライセ
ンス認証されているが,180日間でライセンス有効
状態がリセットされるため, ライセンス認証プロセ
スが再開されてしまう. 通常は起動した端末は OS

が起動中にバックグラウンドでアクティベートが行
われるが, PVSから起動した端末は起動時の内容が
保持されないため,運用していくと認証猶予期間を
超過してしまう問題がある.そのため,月に 1回手
動でアクティベート処理を実施している.

仮想マシンにインストールされたソフトウェアに
ついては,年に 2回授業が開始される前期/後期に
合わせてアップデートの必要なソフトウェアを選定
して更新を行っている.



図 6: 利用申請の流れ

4.1.2 KMSサーバのカウントアップ

KMSサーバの動作要件として規定台数以上の認
証が必要であるため,180 日以内に定期的に KMS

サーバのカウントアップ処理を行う必要がある. 仮
想マシンは同一 vDiskでネットブートで起動してい
るため,KMSサーバから見ると 1台の端末とみられ
てしまい,規定台数に達しない問題がある.そのた
めKMSサーバのカウントアップ処理を自動で行う
vDiskを用意し,月に 1回の仮想マシンのイメージ
更新に合わせて 25台以上一斉起動して KMSサー
バのカウントアップ処理を行っている.

4.2 利用者登録

遠隔デスクトップサービスは特定の利用者だけ利
用出来るサービスであるため,利用にあたっては利
用者からの利用申請をメールで受け付け,それを受
理して利用者登録することで利用可能としている.

利用申請時には利用者登録に必要な以下の情報を申
請してもらっている.

• 学籍番号/教職員番号

• ECS-ID/SPS-ID

• お名前

• お名前 (ローマ字)

• 所属

• メールアドレス

• 利用目的

• 利用期間

利用申請の流れについて図 6にまとめる. このよ
うなメールでの利用申請にしている理由は,遠隔デ
スクトップサービスは利用人数に制限があることか
ら,授業での利用などで使用する場合に利用可能人
数を超えてしまい利用出来ない恐れがあるため,利
用人数を適切にコントロールする必要があるためで
ある.

4.3 運用にあたって発生した問題

遠隔デスクトップサービスではWindows7上から
VirtualBoxを使って仮想化したVine Linuxを利用
することが出来るが,マウスのクリックが動作しな
いという問題が発生した. この問題は VirtualBox

のGuest Additionsによって仮想マウスドライバを
読み込むことでマウスのポインタは動作するがク
リックが反応しなくなるという現象が発生すること
が確認できたため,この問題を解決するためにVine

Linuxのブートシーケンス時に VMware用のゲス
ト用マウスドライバを読み込まないようにカスタマ
イズした.

5 おわりに

本学でサービスを開始した遠隔デスクトップサー
ビスは性能面では概ねネットブートで構築した教育
用コンピュータシステムと遜色がないレスポンス速
度があり,画面転送型のシステムでも問題なく利用
出来ることが判明したが,本学の教育用コンピュー
タシステム利用者全てを画面転送型の仮想デスク
トップシステムでサービスしようとした場合,同等
の性能を実現するために必要なリソースはどれほど
のものか注意深く検討する必要がある.

また,平成 24年 3月に更新した教育用コンピュー
タシステムの端末サービスを拡張する形で平成 25

年 5月にサービスを開始した遠隔デスクトップサー
ビスであるが,現在の利用状況としては遠隔地の授
業担当教員への支援としての利用が主な利用であ
る. 今後授業での利用も計画されており,PC必携化
などの将来構想へのテストケースとして利用出来る
ため,遠隔デスクトップサービスを活用して将来大
学に求められる情報教育基盤を検証していきたい.
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